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1. 本誌 は､物性 の研 究 を共 同 で促 進 す るた め､研 究 者 が その研 究 ･意

見 を自由 に発 表 し言寸諭 しあい､ また､研 究 に開通 した一情報 を速 や か

に交換 しあ うこ と を 目的 と して､毎 月 1回編 集 ･刊 行 され ます｡渇

載 内容 は ､研 究 論 文 ､研 究 会 ･国際会 議 な どの報 告 ､講 義 ノー ト､

研 究 に関連 した諸 問題 につ い ての意 見､ プ レプ リ ン ト案 内 ､ ニ ュ-

ス な どてらす｡

2. 本誌 に掲 載 され る論 文 につ いて は､原則 と して審査 を行 をい ませ

ん｡イ旦 し､編 集 者 が本誌 に掲 載 す る こ と を著 し く不適 当 と認 めた も

の につ いて は､ 改言丁を求 め､ または掲 載 を拒 絶 す る こ とが あ ります ｡

3. 本語 の掲 載 論 文 を他 の学術 雑誌 に引用 す る と きは､著 者 の承.諸 を

得 た上 で private communication 扱 い に して下 さい｡

投稿規定

1. 原稿 は400字 詰 原稿 用紙 を使 用 し､雑二誌 のペ- ジ数 を節約 す るため

に極 力簡潔 にお書 き下 さい｡

2. 原稿 は 2部 (オ リジナ ル原稿 及 び コ ピー)提 出 して下 さい｡

3, 数 式 ､ 記 号 の書 き方 は Progress,Journalの投 稿 規 定 に準 じ､

立体 "[ "､ イ タ リ ック "_ "､ ゴシ ック "､～"､ ギ リシ ャ文字 "ギ"､

花 文 字 ､ 大 文字 ､小 文字 等 を赤 で指 定 して下 さい｡ 又特 に区別 しに

くい Oとaと0(ゼ ロ)､ uとnとr､ Cとe､ 1(ェ ル)と1(イチ)､Xと×(カケ

ル)､ uとV､ †(ダガ-)と+ (プ ラス)､4･と卓とF'と¢等 も赤 で指 定 し

て下 さい ｡

4. 数 式 は 3行 に わた って大 き く書 い て下 さい｡

5. 1行 以 内 に お さま らな い可 能性 の あ る長 い数 式 等 は必 ず■改 行 の際

の切 れ 目 を赤 で手旨定 して下 さい ｡

6. 図 は その ま ま印刷 で きる もの (原則 と して トレー ス され た もの)

とその コ ピー を本 文 と別 に論 文末 尾 に揃 え､図 を入 れ るべ き位 置 を

本 文 の欄 外 に赤 で手旨定 して下 さい｡図 の轟宿尺 ､拡 大 は致 しませ ん｡

図 の 説 明 を含 め 1頁 (13×19chf)以 内 に入 らない もの ､ その まま印

刷 で きな い図 は原則 と して著 者 に返 送 し､書 き改 め て いた だ きます｡

図 中 の 文字 は亨古宇 に いた しませ ん｡ 図 の説 明 は別紙 に書 き､ 原稿 に

添 えて下 さい｡
7. 投稿 後 の原稿 の言丁正 は で きるだ け避 け るよ うに して下 さい｡

8. 別刷 御 希望 の方 は投稿 の際 に50部 以 LIO部 単 位 で お申込 み下 さい｡

別刷 代 は別刷 代金 表 (当会 に ご請 求 下 さい) に従 い､別刷 を受取 っ

て か ら 1ケ 月以 内 に轟内め て下 さい｡ (郵 便 切 手 に よ る受付 は いた し

ませ ん｡)

9. 原稿 締 切 日は毎 月 5日で ､原則 と して次 月発 行誌 に掲 載 され ます｡
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o 関西学院大学理学部物理学科

1. -テロ構造半導体のホットエレクトロン特性

2.秩序 ･無秩序型 一 変位型強誘電体相転移モデルの変分理論

- Spin-OscillatorCoupledModel-

3.液晶におけるリエントラント現象のX線的研究

4. InGaAs/GaAs超格子電子構造の光学的研究

5. パルスⅩ線回折による強誘電体分極反転機構の研究

6.TheGenusofPretzelLinks

7. ランダム磁性体におけるスピン秩序の伝播

- 2次元モデルのコンピュータ･シミュレーションー

8. 非線形微分方程式の解の存在定理の変分法的証明について
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第 89回基研研究部員会議報告

1985年 7月 4, 5 日標記の会議が開かれた｡主な内容は次の通 り｡

1. 基研から1985年 4月 16日付で基研蔵本由紀氏が京大 ･理 ･教授-配置換えになった旨

報告があった｡

2. 基研の行っている国際人事交流には,外国人客員教授 (素粒子 ･宇宙物理部門 )の招-

いと文部省外国人研究員の受入れとがある｡後者にっいては研究部員会議で申請希望を募

り,基研で調整の上文部省に申請 し,毎年 2,ないし3名が認められている｡今回 61年度

の申請希望が素核宇関係から多く出された｡近年物性関係の申請例が少ないようだが,多

いに利用 して頂きたい｡

3.KSI∵86について前回の東大鈴木増雄氏の提案 ｢量子系の計算物理｣が改 めて取 り下

げられ,他の計画案も出されなかったので,KSI'86は行われないことになった｡

4. 所長から,学会刊行の学術雑誌と商業ベースの学術雑誌との競合関係が指摘され,現在

物理学会では Journal,プログレス,JJAPとの関係を検討する作業が進められている旨

の報告があり,主にプログレスにっいて意見交換がされた｡

5. 昭和60年度第 2回研究計画が提案され,議論の後決定された｡物性,統計物理関係の研

究会等は以下の通 り(別紙資料参照 )0

長期研究計画 ｢カオスとその周辺｣ 予算 70万円

｢パターン形成,運動及び統計｣ 予算 60万円

短期研究計画 ｢磁性体における新 しいタイプの相転移現象 (寮合する相互作用系を中心 と

して )｣ 予算 50万円

モレキュール型研究計画 ｢構成的場の理論および厳密統計力学｣ 予算 35万円

｢ActiveElement集合系の統計力学｣ 予算 20万円

(以上文責 高山 - )

資 料

カオスとその周辺

イ)開催希望時期 ･日数-- -拡大世詩人会9月末または10月始め 2日,研究会12月 3日間

参加予定音数 ･-----････約12人,約40人

ロ)予算希望額 -･･･････--･･････第 1希望 L,第2希望 班
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基研研究部員会議 ･運営委員会報告

ハ)世話人及び畏案説明者

相沢洋二 (京大 ･理,助手 ),池田研介 (京大 ･理,助手 ),

木田重雄 (京大 ･数研,助手 ),島田一平 (日大 ･理工,助手 ),

高橋公也 (早大 ･理工,D3),野崎-洋 (名大 ･理,助手 ),

藤坂博一 (鹿児島大 ･理 ),湯川暫之 (高エネルギー研 )

連絡責任者氏名 -- ･--･- 相沢洋二

提案説明者氏名 -･--･････池田研介

ニ)研究テーマの内容

〔Ⅰ〕 1984年度の本研究会 ｢カオスとその周辺｣(12月,於 :基研 )を一つの転機として,

カオス研究の流れにも2, 3の著しい変化が生じているように思える｡自由度の逓減法のさ

まざまな工夫によって,どちらかというと小数自由度系に還元してカオスー乱流を理解しよ

うとする多くの試みに代って,多自由度系のカオス現象の解明に向かおうとする努力が多様

な方法論によって進められ始めている点が-つである｡ もう一つは,カオス現象を量子力学

の枠組みの中で把えかえそうとする量子カオスの研究の重要性が広く認識されて来ている点

である｡

これまでも積極的に研究されて来た諸テーマ

1.乱流化過程の理解 (分岐理論,くり込み群理論, フラクタル理論, e上c)

2. カオスの統計理論 (異常拡散,LongTimeTail,e上c)

3.完全可積分系のカオス化の理解 (摂動下ソリトン,パンルヴェ解析, e上c)

4.開放系カオスの実験的研究 (流体,化学反応,光学系,生物系,e上c)

に含まれる多くの未解決問題の継続的推進と合わせて,上述の流れをさらに強力に推進する

為に今回も長期研究会として提案する｡世話人の大幅な交代とともに,カオスの研究対象が

拡大しつつある現状を把握しながら,会の運営にも新機軸をもり込んでゆきたいと考えてい

る｡

〔Ⅰ〕カオス現象の研究は,従来の研究対象に加うるに平衡,及び非平衡にわたる新しい物性論

的問題 (ガラス相,フラクタル ･パターン形成.微粒子, e上c)や生物々理学的問題 (細胞

集合系,中枢神経系, etc)のようなマクロな対象,さらに分子構造的及び原子核構造的な

ミクロな対象へ も広がりつつある｡これ らの藷対象の理論的解明と並んで,カオスが本来的

にもつ難問,t'決定論的予測不可能性 '',に迫 り得る新しい統計処理方法の開発や有効な新

概念の導入の可能性を追究してゆく必要がある｡これ らは,軌道不安定性,自己相似性,フ

ラクタル性, といった概念探究をつづけて来たカオス研究に課せ られた宿命的な課題である｡

パターン形成,運動及び統計

イ)開催希望時期 ･日数･･･- - 60年 12月拡大世話人会,研究会 61年4月, 3日間

参加予定音数 -･･ ---･t･-･60人
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基研研究部員会議 ･運営委員会報告

ロ)予算希望額 -･･･････---･.･第 1希望 L, 第 2希望 M

ハ)世話人及び提案説明者

小貫 明･(基研,助教授 ),川崎恭治 (九大 ･理,教授 ),蔵本由紀 (京大 ･理,教授),

沢田康次 (東北大 ･通研.教授 ),鈴木増雄 (東大 ･理,教授 )

連絡責任者氏名 -･ -･･-･･-蔵本由嘉己

提案説明者氏名 ･----- 蔵本由轟己

ニ)研究テーマの内容

非線形ダイナ ミックスの分野は最近非常に豊かな学問領域を形成しつつある｡ これは種々の新

概念の登場や,強力な理論的諸方法の開発によっている｡例えば,カオスやフラクタルの発見は

自然現象を見る目を一変させてしまった.また,分岐理論,繰込み群理論,非線形系の漸近的方

法や特異摂動法などはそれぞれ深められ,洗練されて,平衡構造にせよ非平衡構造にせよ,それ

らの形成,発展,崩壊過程の記述に欠かせぬ数学的手段となりつつある｡これ らの概念方法の多

くは物理以外の分野に起源をもつものであるが,近年特にその重要性が注目されているトポロジ

カルな非線形励起や位相ダイナミックス等の観点は,物理内部から生れ成長しつうあるものであ

る｡

こうした有力な概念や方法を手中にした現在,我々はこれらを絵合し,柔軟に使いこなすこと

によって,更に精妙で高度なパターンダイナミックスに迫ることはできないであろうか? これ

はプリゴジーヌの ｢散逸構造｣概念提唱以来の夢で もある｡ 本研究計画はこうした時代的憤向に

うながされた(或はそれを先取 りすると考えたい )ものであ り,第1回の会合 もこのような穿開

気を反映して熱気に充ちたものであった｡

本研究計画では,個々の概念や方法を範例的現象を通じて一層進化発展させる一方,それと同

時進行的にそれらを総合し,より複雑な現象を扱 うことを日ぎしている｡約回採 り上げられた_X

なテーマは,

1. 相転移の秩序化過程

2. フラクタル ･オブジェクトの形成

3. 界面のダイナミックス,及び位相ダイナミックス

4. トポロジカルな欠陥を含む系のダイナミックス

5. 生愈現象に関連した非平衡構造や機能の動的模型化と解析

等である｡これ らはいずれ も更に堀下げて追求すべ き董要なテーマである｡また,約回は実験家

や一部の数学者に､も参加講演をお願いし,大変良い結果を生んだので,今回も配慮したいO

磁性体 における新しいタイプの相転移現象

一 競合す る相互作用系を中心 として-

イ)開催希望時期 ･日数--- 1986年 1月30日から3日間

参加予定音数 --･･･--- 50人

-861-



基研研究部員会議 ･運営委員会報告

ロ)予算希望額 ････ ･･･････････- - 第 1希望 M, 第2希望 S

ハ)世話人及び提案説明者

鈴木増堆 (東大 ･理,教授 ),高山 - (京大 ･基研,教授 ),

都福 仁 (北大 ･理,教授 ),目片 守 (福井大 ･工,教授 ),

小野星郎 (東工大 ･理,助教授 ),猪苗代盛 (東北大 ･工,教授 )

連絡責任者氏名 --- ･--猪苗代盛

提案説明者氏名 ･--･････････高山 一

二)研究テーマの内容

競合する相互作用に由来する物理現象は,磁性体において,競合のない系における従来の相転

移とは異なる種々の新しい様相を帯びた相転移として現われる｡部分的無秩序相,オブリーク相,

共鳴共役ポンド,スピングラス等である｡ これ らの系では競合する相互作用の結果として,フラ

ス トレーションを含む多数のスピン配位が縮退しているか,エネルギー的に非常に近いことが基

本的な役割を果していると考えられ,エントロピー効果が微妙に絡む種々の遂次相転移や, トポ

ロジカルな欠陥に密接に関係した新しいタイプの相転移現象等が出現する｡これ らの問題に関す

る我国の研究は,理論的にも,実験的にも最近急速な展開と進歩を見せており,国際的にも最先

端を進む研究が多い｡本研究会では理論および実験の現状のレビューと最新の研究成果について

の議論を行い,今後の発展に資することをはか りたい｡

具体的な項目を以下にあげる｡

1)格子構造に起因する相互作用の競合 (競合する相互作用が存在する規則系 )

i)六方晶磁性体における逐次相転移 (部分的無秩序相, ドメイン構造, 1次元鎖構造,不純

物効果等 )

ji)反強磁性的三角格子磁性体における相転移 (トポロジカルな欠陥に伴う相転移等 )

iii)競合的在任体の量子論 (共鳴共役ポンド等 )

iv)関連するスピン系の相転移 (ポッツモデル等 )

2)磁気的異方性の競合

オブ/リーク相, ドメイン構造等

3)相互作用の競合と不規則性

ス.ピングラス等

構成的場の理論および厳密統計力学

イ)開催希望時期 ･日数--=-1985年 10月, 1986年 2月, 6月 各 2, 3日

参加予定者数 ------ -- 10人程度

ロ)世話人及び提案説明者

伊東恵一 (京大 ･教,非常勤講師 ),近藤慶一 (名大 ･理,DC),
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鈴木増雄 (帝大 ･理,教授 ),田崎晴明 (東大 ･理.I)C),

服部久美子 (束大 ･理,DC),服部哲弥 (学習院大 ･理,助手 ),

原 隆 (東大 ･教,DC),･益川敏英 (京大 ･基研,教授 ),

渡辺 浩 (乗都大 ･理, DC)

連絡責任者氏名 -----･-田崎晴明

提案説明者氏名 ･･･- -･･-･-服部哲弥

二)研究テーマの内容

｢梢成約場の理論｣とは,場の量子論を数理物理学の対象として貞勢に取扱い,却諭の存在,

その何々の性質を摂動等の近似法によらずに鮮密に確_ll_する事を目指す分野である｡しかし,那

卸 )もつ ｢柵51柑 山鹿のゆらぎJをIE当に扱かう執 ま現段僻に於ても極めて開封fであり｣従来の

場の理論の矯くべき多彩さと比べれば,この分野は未だ初朋段階にあるという111-ができる｡

他方,スピン系などに於ける相転移,臨界現象にも｢無限自由度のゆらぎ｣が本質的に関って

いる執 よよく知られている.これらの現象については古くか ら多面的な研究が行なわれ,数学的

蹴密性を韻んじる ｢厳密統計力学｣という分野 も確立しているo それでも,ランダム系のt.Ji]雌,

普遍性の概念等,未解決の興味深い課題は山根みしている｡

さて,これ ら場の鑓子論と統計系は ｢無限自由度のゆらぎ｣という櫛似をもつばかりではなく,

場合によっては数学的に等価になる事が指摘されて以来,二分野を統一的に扱ふう動きが活発に

なった.これにより,個々の問題についての理解 ･解明が深まるばかりでなく,両者を越えた皆

榔(.Jな概念,性質が明らかにされるものと期待されている.

我が国に於でも,数理物理学の観点から, ｢構成的場の理論｣,｢蝦密統計力学｣の双方に強

い問超意識をもった研究者が若手を中心に現われている｡そこで,これ らの研究者たちが,素粒

子論,統計物理学,数理物理学といった分野のわくにとらわれず,これらの問題についての深い

討論と共同研究を行なう場を作る為に本研究計画を提案する｡

具体的には,小人数 (下記世話人及び任意の希望者)による密度,程度の高いセミナー形式の

小研究会を各 2- 3日ずつ,計 3回京都で開きたい｡分野の性格上.成果についての予定をたて

る軌 まできないが,一応の研究目樺としては以下のものが挙げられる｡

1. (厳密な)くり込み群

･格子ゲ-ジ系への応用 (ク1-クの閉じ込め,ゲージ理論の構成 )

･スピン系,スカラー場への応用 (臨界現象,甲43の構成,p壬-triviality)

2.確率塊可

･Random-Walk,Surfaces,Volumesの基礎的,数学的研究

･それらの応用 (スピン系,ゲージ系,ひもの運動,重力,- )

3. フラクタル系,ランダム系

･フラクタル格子,ランダム格子上のrandom-walk,スピン系,場の理論
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まとまった成果があがれば,種々の研究会,数理物理学国際会議 (1986年8月,Marseille)

などの場で,横棒的に発表していきたい｡

付記 :昨年度後期モレキュール型研究計画 ｢構成論的場の理論｣に於ては,2回の小研究会が開

かれ,極めて有意義な討論が行なわれた｡研究計画を御支援下さった皆様に,この場をお借り

して感謝したい｡

なお,研究計画の成果の一部は基研研究会 ｢素粒子物理学における場の理論｣などで発表さ

れた｡また,関連した発表論文は以下の通りである｡ (特に事のついたものは,基研の援助を

明記している｡ )

H.Watanabe:SpectralDimensionofaWireNetwork(J.Phys.A,toappear)

fH･Tasaki,T･Hara:A ModelofRaJldom SupfacesincludingArbitrarySurfaces

(Phys.Lett.A,submitted)

fK.1Ⅰ.Kondo:OrderParameterforChargeConfinementandPhaseStructuresin

theLatticeUW Gauge-HiggsModel(P.T.P.,submitted)

'T.Hara,H.Tasaki:A RigorousControlofLogarithmicCorrectionsinFour

Dimensionalp4SpinSystems(J･Stat･Phys･,submitted)

K.R.Ito:AbsenceoftheKosterlitz-ThoulessFixedPointsintheMigdaト

KadanoffRecursionFormulas(Phys.Rev.Lett.,toappear)

K.氏.Ito:PermanentQuarkConfinementin4D HierarchicalLatticeGaugeThe-

oriesofMigda1-Kadanofftype(Phys.Rev.Lett.,submitted)

‡K.Hattori,T.Hattori,H.Watanabe:BlockSpinApproachtotheFractalField

Theory(Phys.Lett.A,submitted)

､､*K･Hattori,T･Hattori,H･Watanabe :New ApproximateRenormalizationMethod

onFractals(preprint)

*T.Hara,K.Kobayashi,H.Tasaki:UniversalityClassesofRandom Surfacesand

､Volumes(inpreparation)

Active Elem甲t集合系の統計力学

イ)開艦肴望時期 ･日数･････････60年 9月, 61年1月･4月,各2日程

参加予定者数 --- ･･･-･-約8人

ロ)世話人及び提案説明者

相沢洋二 (京大 ･理,助手 ),金子邦彦 (東大 ･教養,助手 ),

佐野雅己 (東北大 ･通研,助手 ),永井書則 (麻布大 ･獣医,助手 )

連絡責任者氏名 ---･-- 相沢洋二

提案説明者氏名 -- ･--- 金子邦彦
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ハ)校費の必要額 --･---- 計算機使用料 約 20万円

ニ)研究テーマの内容

〔A〕巨大自由度をもつ非線形系に関する従来の研究では,偏微分方程式による取 り扱いが典型

的なものである｡しかし,本研究では,連続極限においても,必 らずLも偏微分方程式に帰

着できないような対象をも問屋とする｡基本的には,可算個の非線形素子(ActiveElement)

が乗合した系を取 り扱う｡

偏微分方程式系では,変数の逓減によって小数自由度の問題に帰着させて多様な現象を理

解しようとする｡しかし,非線形素子の集合としての巨大自由度系を調べる本研究の方向で

は,むしろ素子の特性を既知のものとして,それか ら全体の振舞いを理解しようとする｡こ

の二つの相異なる,又は相補的な姿勢は巨大自由度系の全貌の理解にとって不可欠であると

考えられる｡

本研究の目指すところは,上に述べた立場から巨大自由度系の統計現象の解明と方法論の

開発であるo最近のカオス及び力学系理論の研究の進歩に伴って,以下lB〕に述べるような

ActiveElement集合系1こ出現する多様な現象の解明に も,発展の糸口がしだいに兄い出

されて来ている｡ それと同時にその研究対象 も,これから次第に拡大してゆくことが期待さ

れている｡

〔B〕素子の集合様式の設定の仕方に応じて,さまざまなメタフ7･-的モデルが構成され,現在

次のようなものが調べ られはじめている｡

(1)空間的に広がった自由度をゆるすGas的モデル,12)素子が空間格子上に局在するLattice

的モデル,E3)さらに素子の内部状態をも離散化したCellAutomaton的モデル｡ 以上の3

つの基本的モデルの他にも,(4)ActiveElement自身の空間運動をゆるすモデルや,(5)Ac-

tiveElement場中の粒子運動のモデルなどのいくつかの変形又は修正が物理的対象に応じ

て考えられる｡

一般にActiveElementは非平衡条件下で生み出される散逸構造であることを反映して,

以上のようなモデルには必 らずLもハ ミル トニアンによって支配されないものが当然,多数

含まれている｡しかし,これらのモデルの現象面に注目してみると,一次,二次的柏変化,

クラスター形成,コロイド様凝集過程,さらにソリトン,ブリーザー,キンク,スパイラル

波,乱流といった典型的運動パターンの形成,そして トポロジカル ･ディフェクトや ドメイ

ンのブラ̀ウン運動など平衡および非平衡系に共通するもの も多数発見されている｡

したがって,これらはメタファーとしての役割を十分果していると同時に,実在の系,例

えばスピン系動力学,乱流現象,秩序形成過程に内在する基本過程の理解と,その為の方法

論の研究という統計力学的課題を探究する上で好材料と言える｡また,高次の散逸構造とみ

なされる脳一中枢神経系や粘菌にみられる細胞集合系の理解といった生物々理学的課題とも

密接に関連する部分をもっている｡
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〔C〕新しく予想される基礎的問題

巨大自由度系が必然的に空間自由度を含むことに由来して生じるエルゴ-ド問題の新局面,

ランダム幾可学の問題,tt熱力学的''極限の問題,さらに高次散逸構造に現われる't新しい

相''のComplexity& Universalityの探究や,系の可微分構造を前提とした分岐理論に

代って代数構造に立脚する新しい理論の探究などが現在直面している基礎的な問題点である｡

第 92回基研運営委員会報告

7月 5日研究部員会議に引き続いて運営委員会が開かれた｡主な内容は次の通 り｡

1. 任期満了に伴 う次期運営委員の改選案が以下の通 り了承 された (物性関係のみ )｡

学外 長岡洋介 (名大理 )

守谷 享 (物性研 )

吉森昭夫 (阪大基礎工 )

久保亮五 (慶大理工 )

学内 恒藤敏彦

蔵本由紀 (後任者が着任するまで )

2. 統計物理学部門教授の候補者選考を行い,

池田研介氏 (京大理 )

を候補者 として推薦することとした｡

3. 60年度第 2回ア トム型研究員の選考が行われ 物性関係では以下の2名が認められた｡

大 淵泰司 (東大 ･理D2)1ケ月 "一次元電子一格子整合系のソリトン〝

白倉孝行 (東北大 ･工 ･研究生 )2ケ月 恥磁場中でのスピングラスに関する研究〝

4.基研研究員綿村哲氏が就職のため8月末で研究員 を辞退 したい旨の申し入れを受け,後

任の第-候補者 として

武末真土氏 (東大錘 )

を決めた｡

(以上文責 高山 -)
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インフォーマルミーティングのお知らせ

一一カオスから Nonliaear ScieaCe へ

一例として､本誌4=4-2(1985-5)327ページにある研究会報告をあげますが､こ

こへきてカオスの研究がまた新鮮みを帯てきた様におもいます｡

''カオス''という現象が多くの人にとって決定論的力学系の振舞に関する常識と相容れない不

可思議なものであった時代は終りました｡''カオス''は〝リミットサイクル〝とならんで非線

形系の最もありふれたアトラクターとしての地位を獲碍し､カオスを取り扱うための標準的な
J

手法のいくつかも開発されました｡カオスをめぐる啓蒙活動はもはや必要がなくなり､様々な

分野の研究者がカオスに関する基本的概念を自分のものとして消化し､それを土台にした研究

に参画しはじめたというのが現状でありましょう｡ (セルオー トマ トン.差分方程式の結合格

子系.結合振動子系等を用いたバターン形成､情報の伝播､多体系としての相転移の研究 ;ハ

ミル トン系のカオス､特にその量子力学と､プラズマ.原子核.原子分子.宇宙論への応用 ;

生命科学､特に脳の問題.人工知鑑との関係等々)

このような研究対象の成熟に対応して､それを推進める側にもなんらかの意識的な努力が必要

となってきています｡そのような事を個々の研究者の内面的作業に待つばかりでなく､公開さ

れた論議の場を持つためのきっかけとして秋の物理学会でのインフォーマルミーティングを開

催します｡もちろん､そうした努力の方向は多様であるべきです｡この分野の熟練者も初心者

も一緒にいわばパーティーの後の放談にあたるような事ができればよいと思います｡

パーティ-でのスピーチにあたる話をしたい人もどうぞ｡世話人にまでご一報くだきれば幸い

です.

日時 :10月3日 午後5時30分から7時30分まで

場所 :千葉大学 ‖l 会場

世話人 : 島田-平､ 金子邦彦')

日大理工学部原子力研究所,〒101東京都千代田区神田党河台卜8,teI03-293-3251-236

辛)東京大学教養学部,〒153 東京都目黒区駒場3-8-1,teI03-467111711572
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編 集 後 記

本誌 8月号の編集会議は5月 13日に開かれました｡従来ですと5月には6月号の編集をし

ていたわけですが,出版を早めるためにできるだけ早く原稿を印刷所に回すようにしておりま

す｡8月には8月号が読者に届 くことを期待して編集 しましたが,結果はどうだったか今これ

を読んでおられる方にはおわかりのことでしょう｡

｢物性研究小解説｣･という欄を設け,不定期に掲載することにしています｡気楽に投稿,推

薦をお願いします｡もちろん,どっしりと長い解説 も期待してお ります｡

本編集会議では英文の投稿論文に対する議論をしました｡英文で投稿する理由を前書きとし

て明記してもらうとか,日本語で書きにくい人に限定するとか,英文原稿に対する風圧が従来

より少し強まった意見が多かったように思います｡この点に関して読者の意見を寄せていただ

くと編集会議の参考になると思います｡

(K.Y.)

物 性 研 究 第44巷第5号 (昭和60年 8月号) 1985年 8月20日発行

発行人 蔵 本 由 紀 〒606 京都市左京区北白川追分町
京都大学湯 川 記念 館 内

印刷所 昭 和 堂 印 刷所 〒606 京都市百万辺交叉点上ル東側

TEIJ(075)721-4541-3

発行所 物性研究刊行会 〒606 京都市左京区北白川追分町

京 都大学湯 川 記 念 館 内
年額 13,200円
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薦をお願いします｡もちろん,どっしりと長い解説 も期待してお ります｡

本編集会議では英文の投稿論文に対する議論をしました｡英文で投稿する理由を前書きとし

て明記してもらうとか,日本語で書きにくい人に限定するとか,英文原稿に対する風圧が従来

より少し強まった意見が多かったように思います｡この点に関して読者の意見を寄せていただ

くと編集会議の参考になると思います｡

(K.Y.)
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会員規定

個 人 会 長

1.会 費 :当会 の会 費 は前納 制 を とって い ます｡ した が って､ 3月末 ま

で に な るべ く 1年 間分 会 費 を御 支払 い下 さい ｡

なお新規 入会 お申込 み の場 合 は下 記 の会 費以外 に入 会 金 と し

て､100円 お支払 い下 さい｡

1年 間 の会 費

1stvolume (4月号 ～ 9月号 ) 3,000円

2nd volume (10月号 - 3月号) 3,000円

計 6,000円

(1年 分 ま とめ て お支払 い が困 難 の 向 きは lvolume 分 ず つ で も

結構 です)

2. 支払 いの際 の注 意 :な るべ く振 替 用紙 を御 利 用 の上 御納 入 下 さい ｡

(振 替貯 金 口座 京都 1-5312) (現 金 書留 は御遠 慮 下 さい)

な お通信 欄 に送金 内容 を必 ず 明記 して下 さい ｡

雑 誌購 読 者 以外 の代理 人 が購 読 料 を送金 され る場 合 ､ 必 ず会 員 杏

人 の名 前 を明記 して下 さい ｡

3. 送 本 中止 の場 合 :次 の V｡lumeよ り送 本 中止 を希望 され る場 合 ､

か な らず ｢退 会届 ｣ を送付 して下 さい｡

4. 会 費 の支 払遅 滞 の場 合 :当会 の原則 と しては､正 当 を理 由 を く 2

vols.以 上 の会 費 を滞納 され た場 合 には､送 本 を停 止 す る こ とに 在

っ て い ます の で御 留 意 下 さい｡

5. 一括 送 本 を受 け る場 合 :個 人 宛 送 本 中 に大 学 等 で一括 配布 を受 け

る様 に な った場 合 は､ 必 ず ｢個 人宛 送 本 中止 ､一括 配布 希望 ｣ の逮

知 を して下 さい ｡ 逆 の場 合 も同様 で す ｡

6. 送 本 先 変更 の場 合 :住 所･､勤 務 先 の変 更 等 に よ り送本 先 が変 った

場 合 は､必 ず送 本 先 変更 届 を提 出 して下 さい ｡

学 校 ､研 究 所 等機 関 会 員

1. 会 費 :学校 ･研 究 所 等 で の入 会 及 び個 人 で あ って も公 費払 いの と

きは機 関会＼員 とみ な し､代 金 は ､ 1冊 1,100円 ､ 1Vol.6,600円 ､

年 間 13,200円 です｡ この場 合 ､入 会 金 は不 用 です｡ 学校 ､研 究 所 の

会 費 の支払 いは後 払 いで も結構 で す｡ 入会 申込 み を され る時 ､支孤

い に 請 求 ､ 見積 ､糸内品書 が各 何 通 必 要 か をお知 らせ 下 さ い ｡

なお､ 当会･の請 求 書類 で は支払 い がで きない様 で した ら､貴 校 ､

貴 研 究 機 関 の請 求 書類 を送付 して下 さい ｡

2. 送 本 中止 の場 合 :発 行途 上 にあ る volumeの途 中送 本 中止 は認 め

られ ませ ん｡退 会 され る場 合 には､ 1ケ 月前 ぐらい に中止 時 期 を明

記 して ｢退 会届 ｣ を送付 して下 さい｡

雑 誌 未 着 の 場 合 :発 行 日よ り 6ケ 月以 内 に 当会 まで ご連 絡 下 さい ｡

物 性 研 究 刊 行 会

〒606京都 市左 京 区北 白川追 分 町 京 都 大 学湯 川 記念館 内

℡ (075)751-2111内線7051 (075)722-3540(直通)
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